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区分
研修項目
【ガイドライン推奨期間】

研修期間 研修時期 研修施設 研修のポイント・特色

必修
(1) 調剤業務
【3ヶ月程度】

3ヶ月 1年目(4-6月) ② 個別化医療を実現するための調剤業務の遂行と必要な知識とスキルを習得する

必修
(2) 医薬品の供給と管理
【2週間以上】

2ヶ月 1年目(5月,10月) ② 医薬品の供給と管理体制を理解し管理業務を実践する

必修
(3) 医薬品情報管理(DI)
【2週間〜1ヶ月】

1ヶ月 2年目（8月） ② 医薬品情報を収集・評価し、整理・加工して提供するスキルを習得する

必修
(4) 病棟業務
（薬剤管理指導）
【6ヶ月程度】

21ヶ月
1年目(7-3月)
2年目(4-3月)

②
病棟での服薬指導と薬学的介入、チーム医療への参画を実践する。退院後の薬物療法継続に向
けた地域連携を学ぶ

必修
(5) 在宅訪問
【1ヶ月程度】

1ヶ月 2年目(時期未定) ③、④ 在宅患者への服薬指導や薬剤管理の見学、補助的業務を通じて役割を認識する

必修
(6) 医療安全
【全期間】

全期間 通年 ② 医療の質と安全を確保し、医薬品の安全管理で主体的な役割を果たす

必修
(7) 感染制御
【全期間】

全期間 通年 ② 医療現場で感染予防を実践し、感染発生時の拡大防止に努める

必修
(8) 地域連携
【全期間】

全期間 通年 ② 地域医療と他職種連液を理解し、患者中心の医療の実現に努める

必修
(9) 無菌調製
【2週間】

1ヶ月 1年目(6月) ② 適切な無菌的混合調製を理解し、実践するスキルを身につける

必修
(10) がん化学療法
【１ヶ月】

1ヶ月 2年目（8月） ② レジメン管理、抗がん剤調整、副作用評価など基本的技術・知識を身につける

選択 (11) TDM 随時 1,2年目 ② TDMの知識や手順を理解し処方提案等を実践する

選択
(12) 専門領域
（ICU・小児・産婦人科
・精神科の薬物治療等）

1ヶ月 1年目(10-11月) ① ICU・救急医療、小児・産婦人科における薬物療法を習得し、薬剤師の役割を理解し実践する

選択 (13) その他

補足事項

研修期間 年間
研修病院（代表病院） ①金沢大学附属病院

研修協力病院（パートナー病院） ②地域医療機能推進機構 金沢病院、③浅ノ川総合病院

研修協力薬局（パートナー薬局） ④若葉らいふ薬局


